
宮
坂
覺
先
生
を
送
る

宮
坂
覺
先
生
は
、  

一
九
八
〇
年
に
福
岡
女
子
大
学
か
ら
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
に
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、  

二
〇
一
三
年
三
月
ま

で
、
三
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
大
学
及
び
日
本
文
学
科
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
一
九
八
七
年
四
月
か
ら
一
九
九
一
年

三
月
ま
で
学
生
部
長
に
就
任
さ
れ
、
ま
た
一
九
九
一
年
四
月
か
ら
は
日
本
文
学
科
主
任
、
翌
一
九
九
二
年
四
月
か
ら
は
人
文
科
学
研
究
科
日
本

文
学
専
攻
主
任
を
兼
ね
ら
れ
、
様
々
な
改
革
を
推
し
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
履
歴
に
も
明
ら
か
な
と
お
り
で
す
。

宮
坂
覺
先
生
は
、
ま
ず
学
科
名
を
国
文
学
科
か
ら
日
本
文
学
科
に
改
称
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
と
し
て
、
大
学
院
の
整
備
、
ま
た
一
九
九
七

年
四
月
か
ら
一
九
九
八
年
度
を
除
き
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
大
学
評
議
員
と
し
て
、
学
院
全

体
に
関
わ
る
お
仕
事
も
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
九
七
年
か
ら
翌
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
入
試
主
任
を
務
め
ら
れ
、
四
月
か
ら
は
サ
バ

テ
ィ
カ
ル
で
ロ
ン
ド
ン
大
学S

〇A
S

に
特
別
研
究
員
と
し
て
一
年
間
滞
在
さ
れ
、
帰
国
後
は
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
十
六
日
ま
で
文
学
部
長

人
文
科
学
研
究
科
長
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
理
事
を
兼
務
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
七
年

ま
で
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
評
議
員
、
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
学
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
学
長
時
代
に
は
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
創
立
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
朝
日
新
聞
に
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
、
加
え
て

世
界
各
国
に
も
こ
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
信
し
、  

各
国
大
使
館
か
ら
お
返
事
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
学
内
の
み
な
ら
ず
学
外
に
お
い
て
も
、
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
選
考
委
員
、
日
本
学
術
振
興
会
専
門
委
員
、
私
立
大
学
連
盟
学
長
会

議
幹
事
、
ま
た
神
奈
川
近
代
文
学
館
評
議
員
、
国
際
芥
川
龍
之
介
学
会
代
表
理
事
会
長
な
ど
、
歴
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。  



御
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
芥
川
龍
之
介
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
教
育

と
い
う
側
面
に
お
い
て
は
、
学
生
に
と
っ
て
慈
父
の
よ
う
な
優
し
さ
と
、
研
究
の
厳
し
さ
を
教
え
伝
え
る
、
優
れ
た
「
師
」
「
先
生
」
で
あ
っ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

宮
坂
覺
先
生
を
お
送
り
す
る
言
葉
を
認
め
な
が
ら
、
改
め
て
先
生
の
存
在
の
大
き
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
と
共
に
、
宮
坂
覺
先
生

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
り
つ
つ
、  

送
る
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

二
〇
一
三
年
二
月

日
本
文
学
科
主
任
佐    

藤    

裕    

子


